
第3回千早赤阪水道事業料金検討部会 水道料金の検討について（概要版）

1．必要な料金収入の検討

大阪広域水道企業団 経営・事業等評価委員会

前回部会における検討状況

必要な料金水準の試算結果（第２回部会資料の再掲）

委員意見の概要

 必要な料金収入の検討に当たり、今後の物価上昇率2％を見込んで料金算定期間を5年間とする場合
(ケース1)と、目下の社会情勢や物価上昇などの先行き不透明な状況、今後の受水費単価（水道用水供
給事業の料金）の動向を踏まえ、短期間で料金を見直すことを前提に物価上昇率を見込まず、料金算
定期間を3年間とする場合(ケース2)を比較して検討を行いました。

供給単価の
増加率

計画の目標
（耐震管率等）

達成

企業債残高対
給水収益比率

評価
ケース

料金回収率資金残高単年度損益

67.8％〇R13 466.9%○○○ケース1

52.5％〇R11 490.1%○○○ケース2

概要項目

・今後の物価動向、水道用水供給事業の料金の動向が不透明な中、令和10年10月に岩井谷
浄水場を廃止し村内連絡管の供用を開始するなどの状況の変化がある。

・他事業体でも料金算定期間を3年、4年と短く設定する団体が多くなってきている。
・今回3年間で料金算定期間を区切って検討を進めていくのがよいと考える。

物価上昇と
料金算定期間に
ついて

・ケース1で 67.8%、ケース2で 52.5％の料金改定率は、どちらも高い印象を受けた。
・千早赤阪水道事業の現状や今後の見通しが厳しいものであるということは理解。
経営努力を行ってもなお様々な要因が重なり、より厳しい経営になっていくと感じている。

・様々な物の価格が上昇している中、水道料金の大幅な値上がりは厳しいのが正直なところ。
・日常生活や会社経営を行っていくうえで多くの水を使用する。水道料金が大幅に上がる
ことを考えると、水を使用することに対する考え方も変わってくる。

・令和9年度以降も引き続き、村からの繰入金をお願いできないかというのが率直な意見。

料金改定率に
ついて

村繰入金を反映した料金改定案の検討

◆ ケース3:ケース2に3,600万円/年（令和9年度～令和11年度）の村繰入金を反映して試算

設定内容

料金算定期間料金改定時期

ケース3：3年間（令和9年度～令和11年度）令和9年度

① 料金算定期間（改定間隔）の設定

② 条件の設定

条件の内容

単年度黒字
（利益積立金の活用も含む）

単年度損益

給水収益の3か月分以上
資金残高
実際の水使用から料金を収納するまでのタイムラグを考慮し設定

料金算定期間中における
料金回収率の平均が100％以上

料金回収率
給水に係る費用が、給水収益でどの程度賄えているかを表す指標
ただし検討に当たっては一過性の要因である岩井谷浄水場廃止に係る
固定資産除却費を給水原価から控除して算出

③ 料金算定期間内においてすべての条件を満たす料金収入（供給単価）の増加率

供給単価の
増加率

計画の目標
（耐震管率等）

達成

企業債残高対
給水収益比率

評価
ケース

料金回収率資金残高単年度損益

28.0%〇R11 560.7%○※○○ケース3

※ ケース3の料金回収率はR9:105.9%、R10:125.0%、R11:91.8%

令和12年度※2,4令和9年度※1ケース2

7,704円6,760円(＋2,327円)改定後水道料金案
村繰入金なし

14.0％52.5％改定率

令和12年度※3,4令和9年度ケース3

7,704円5,595円(＋1,162円)改定後水道料金案村繰入金
3,600万円

(令和9年度～
令和11年度)

37.7％26.2％改定率

-▲1,165円[ケース2との差額]

 令和9年度から令和11年度までの3年間、3,600万円／年を村一般会計から繰入れる案を村において検討

いただいています。

 これを前提とした場合、令和9年度の料金改定率は、令和4年度の料金改定時に示していた見込みであ

る28％の水準となります。

 令和12年度以降は村繰入金を見込まずに試算していることから、次の改定時期を令和12年度とした場

合の料金改定率は高くなります。

※ 令和12年度以降の試算は、現行の水道用水供給料金を前提としているため、今後、水道用水供給料

金の改定が行われた場合には、その影響により料金改定率が上昇する可能性があります。

※ 収益的支出における受水費の占める割合約18％（令和12年度）

 業務の効率化、経費の縮減、施設整備の適正化等の経営努力を進め、将来にわたる料金負担の抑制に

努めます。

【留意点】
・上記の試算は受水費単価の改定（水道用水供給事業の料金改定）や物価上昇は見込んでいない。
・令和12年度改定後水道料金案は現時点における試算であり、今回の検討において決定はしない。
※1 ケース2の改定率を現行料金に乗じた額
※2 ケース2の令和9年度改定後水道料金案に現時点の試算における令和12年度の改定率を乗じた額
※3 ケース3の令和9年度改定後水道料金案に現時点の試算における令和12年度の改定率を乗じた額
※4 令和12年度の試算は、村繰入金を見込まずに試算した額

現行料金

4,433円
1か月20㎥使用した場合
(メーター口径13mm)

村繰入金反映の有無による料金改定案の比較

給水収益

67%

村繰入金

17%

長期前受金戻入

13%

その他 3%

給水収益

82%

村繰入金

1%

長期前受金戻入

14%

その他 3%

ケース2（改定率52.5％）

村繰入金が改定率の抑制に寄与

収益的収入の内訳（令和11年度）

ケース3（改定率28％）



・令和9年度～令和11年度の事業費 3億円
・令和11年度の基幹管路の耐震管率 41％ /重要施設配水管路の耐震管率 8％
・村からの繰入金 令和9年度：出資金（資本的収入）に3,600万円、令和10～11年度：他団体補助金

（収益的収入）に各3,600万円計上
・供給単価の増加率 28.0％（ 245円/㎥ → 313円/㎥ ）

(単位：円)
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収益的収支の見通し （百万円）

支出

（百万円）

収
入
・
支
出

単
年
度
損
益

損益

▲150

▲100

▲50

0

50

100

150

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

資金残高の見通し

R12以降
資金がショート

資金ショート必要資金確保

（百万円)

555 576 614 679 693 782 804 798 795 771 758 
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企業債残高・企業債残高対給水収益比率の推移

企業債残高 企業債残高対給水収益比率

（百万円）

R11は利益積
立金の活用に
より累積欠損
金は生じない
見通し

※企業債残高対給水収益比率（％）＝企業債残高÷給水収益×100
給水収益に対する企業債残高の割合であり、企業債残高の規模を表す指標

2．財政収支の見通し

3. 料金体系の検討

 令和9年4月から供給単価の平均28％増加を実施
(令和4年度料金改定時に示した令和9年度増加率と同じ)

 基本料金と従量料金の構成比率は、32％：68％ → 34％：66％に変更

 口径別料金体系・逓増制は維持、逓増度については現行料金と同じ

 水道メーター口径13㎜又は20㎜、使用水量15㎥までの使用者層(全体の6割程度を占める)に
おいて大幅な負担増とならないよう配慮(改定差額が1か月当たり税込1,000円以内)

（令和7年度使用水量の件数の実績は、9㎥、15㎥、14㎥の順で多い。（0㎥、1㎥を除く））

 改定後の料金体系（案）は以下のとおりで実施します。

75mm50mm40mm30mm25mm20mm13mm口径

46,58821,05911,4726,3872,1351,8031,637基本料金

75mm50mm40mm30mm25mm20mm13mm口径

32,44014,7408,0704,5401,5301,3001,180基本料金

41㎥～～40㎥～30㎥～20㎥1～10㎥水量区分

285260230185100従量料金単価

41㎥～～40㎥～30㎥～20㎥1～10㎥水量区分

345314278224121従量料金単価

(2) 改定案の料金表（１か月当たり・税抜）

 水道料金算定要領に沿って試算した算定結果を踏まえ、現行の料金体系からの改定案は以下のとおりです。

<従量料金>

<基本料金>

<従量料金>

(1) 現行の料金表（１か月当たり・税抜）

<基本料金>

(3) 水道料金の改定案（１か月当たり・税込）

(4) 水道料金の現行と改定案の差額（１か月当たり・税込）

全体の6割程度を占める使用者層（令和7年度）

口径
改定案

75mm50mm40mm30mm25mm20mm13mm
51,24623,16412,6197,0252,3481,9831,8000㎥

使
用
水
量

51,91223,83013,2847,6913,0142,6482,4665㎥

52,57724,49513,9508,3563,6793,3143,13110㎥

53,80925,72715,1829,5884,9114,5464,36315㎥

55,04126,95916,41410,8206,1435,7785,59520㎥

58,09930,01719,47213,8789,2018,8368,65330㎥

61,55333,47122,92617,33212,65512,29012,10740㎥

65,34837,26626,72121,12716,45016,08515,90250㎥

84,32356,24145,69640,10235,42535,06034,877100㎥

160,223132,141121,596116,002111,325110,960110,777300㎥

236,123208,041197,496191,902187,225186,860186,677500㎥

口径
改定案－現行

75mm50mm40mm30mm25mm20mm13mm
15,5626,9503,7422,0316655535020㎥

使
用
水
量

15,6787,0663,8572,1477816686185㎥
15,7937,1813,9732,26289678473310㎥
16,0087,3964,1882,4771,11199994815㎥
16,2227,6104,4022,6911,3251,2131,16220㎥
16,7508,1384,9303,2191,8531,7411,69030㎥
17,3448,7325,5243,8132,4472,3352,28440㎥
18,0049,3926,1844,4733,1072,9952,94450㎥
21,30412,6929,4847,7736,4076,2956,244100㎥
34,50425,89222,68420,97319,60719,49519,444300㎥
47,70439,09235,88434,17332,80732,69532,644500㎥

【水道料金の計算方法】
メーター口径13mmで１か月に20m3使用した場合

水道料金 ・・・ 5,595円 （①＋②＋③） ＝ 1,637円（①基本料金） ＋ 3,450 円（②従量料金） ＋ 508円（③消費税）
（121円×10m3＋224円×10m3 ）

R11まで事業
運営に必要な
資金を確保

収入

(単位：円)

(単位：円)

(単位：円)

(従量料金平均単価207円)

ケース3 料金算定期間3年、村からの繰入金3,600万円／年（令和9年度～令和11年度）の場合

料金算定期間

料金算定期間


